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成城コンサートに寄せて	

  いつもマーサメリー通信をご愛読下さり、誠にありがとうございます。 

秋はモミジを始め、桜、銀杏などの葉が赤に、オレンジに、黄色に、時に紫に、

町は艶やかに色づき、私たちは自然の恩恵に預かります。 

土の地面やアスファルトの道路から高い秋空までカラフル。それは見事です。 

特に長い年月をかけて育ってきたモミジの赤い絨毯は、息をのむほど！多くの

住民が毎年心待ちにしています。垣根の連なる緑もこの町の代名詞です。 

その美しさを音楽で表現できたらどんな音になるのだろう。 

小さな思いが、形になりました。 

2019年10月。生まれ育った地元でコンサートを開催いたします。 

閑静な住宅街で音のひと時。 心よりお待ちしております。                      

安武真佐子 
	

マーサメリー presents 

後藤勇一郎 ヴァイオリン・コンサート 

私季コンサート 2019〜成城の豊かな緑を私季音にのせて〜  

出演 

後藤勇一郎   (Violin) 

共演 
小池 ちとせ（Pf） 

会場：カーサ・ミア  Casa Mia 

世田谷区成城 6-25-20-1 

主催・（有）マーサメリー 

お問合わせ・お申込み	  

マーサメリー	 	
info@masmary.com 

TEL:  080-3451-5785 

一般前売り 3500円 

一般当日    4000円 

学生は上記料金の 500円引き 
 

2019 年 10 月 27 日（日）開場 13:30     開演 14:00   (終演予定 15:20） 



 

 

 
Special Thanks to アイタック税理士法人 

かつて武蔵野の森だった成城。生垣中心の緑連なる住

宅街の景観は、民俗学者の柳田國男氏を中心に作ら

れ、多くの人々に愛され続けてきています。町に居なが

ら四季折々を感じさせてくれるその美しさ。自然との調和

が私たちにもたらす恩恵。 

ヴァイオリニストの後藤勇一郎さんは、演奏家としてはも

ちろんのこと、作編曲家として多方面でご活躍です。 

どうぞご期待下さい。 

MM（マーサメリー）：成城コンサートの企画を聞いて思ったこ

と。もしくは感じたことは？ 

G（後藤）：最初にマーサさんから私季コンサートお馴染みの

ピアノデュオでのコンサートを企画したいと言ってくれた時の

喜びは計り知れません。それが小・中学生の頃にレッスンに

通った場所であればなおさらで、成城の緑豊かな街のため

に演奏出来る事を大変光栄に思います。 

MM：わぁ、なんと嬉しいご感想でしょうか。ありがとうござい

ます！さて、後藤さんは学生の頃、レッスンに成城に通われ

ていらっしゃいましたが、その頃の町の印象など覚えていら

っしゃったらお聞かせください。 

G: 同じ小田急沿線が住まいでしたのでアクセスもしやすく、

またレッスンに通った先生のご自宅が緑に囲まれた閑静な

住宅街でしたので、その景色が色濃く記憶に残っています。

ただ良い思い出だけではなく（笑）自分が練習嫌いで不出来

だった事から、レッスンも普通は一時間ぐらいで終わるところ

二時間は優に超える長丁場、でも厳しいながらもとても優し

い先生でしたので、レッスンの終わりには駅前のアルプスだ

ったり、その他沢山ある成城の美味しいケーキ屋さんの中

からチョイスして、ご馳走していただいたティータイムの癒し

が思い出です。 

MM：Tea Time の癒しが思い出！素敵！この町は変貌しつつ

ありますが、アルプスも成城凮月堂も変わらず美味しいです

よ！！先生がご馳走してくださったなんて、やはり後藤さんは

GOOD STUDENT だったのでしょう！！ 

さて、コンサート前に皆さんにメッセージを！ 

G:「私季」という言葉をキーワードにした私がライフワークとし

ている演奏活動は、インストルメンタルであるが故に歌詞でイ

メージを表現できない分、自作のメロディであったり、アレンジ

の面でタイトルに込めた季節感を伴うイメージを表現していま

す。今回は自分も子供の頃から見て感じている成城の豊かな

緑を、自身の音と作編曲の妙で奏でますので是非足をお運び

ください。 

秋には銀杏も桜の葉も夕陽に照らされ黄金色に輝きます。 
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ハーモニカの種類の説明もしてくれます。 


